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財政指標で見る町財政の現状
　　お知らせ

　　・年末年始業務案内

　　・町で測定している環境放射線量などの状況

　　・環境放射能測定器の貸し出し

　　・シリーズ野木町のごみ処理①

　　　「新しいごみ処理システム」

　　広報連絡委員レポート

　　　「水辺の今あれこれ」
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１１月１日現在
人口 男 12,575 人

女 12,917 人
計 25,492 人

　世帯数    9,147

今月の納期
第 ４ 期
第 ６ 期
第 ６ 期

第 ６ 期

固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者
医療保険料

町の人口
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�
用
語
解
説

�
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

�
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
等
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

�
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
等
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

�
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

�
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率

で
す
。

�
標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

観
的
に
指
標
化
す
る
こ
と
で
、
議

会
や
町
民
の
皆
様
の
理
解
を
助
け

る
と
共
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い

ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
健
全

化
計
画
」、
財
政
再
生
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
、

各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健

全
化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

野
木
町
の
平
成　

年
度
決
算
に

２２

基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
以
下

で
、
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
財

政
指
標
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
は
縮
減
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必

要
性
を
判
断
す
る
た
め
、
健
全
化

判
断
比
率
、
及
び
公
営
企
業
に
関

す
る
資
金
不
足
比
率
を
前
年
度
の

決
算
に
よ
り
算
定
し
、
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に

報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
当
該

団
体
の
財
政
状
況
を
簡
明
か
つ
客

�
財
政
力
指
数

　

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
の
３

か
年
平
均
で
、
１
に
近
く
、
あ

る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財
政

に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

�
経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

�
自
主
財
源
比
率

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

�
積
立
金
残
高

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

全国市区町村平均県内市町平均財政再生基準早期健全化基準野木町指　標

―20.0%14.9２%―実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

―３５.0%19.9２%―連結実質赤字比率

1０.５%1０.1%35.0%25.0%5.２%実質公債費比率

７９.７%４６.4%350.0%―将来負担比率

経営健全化基準野木町公営企業

20.0%

―農業集落排水事業特別会計資
金
不
足
比
率

―公共下水道事業特別会計

―水道事業会計

※「－」は、赤字または資金不足

を生じていないため、当該数値

については該当なしを表します。



�
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の　

年
度
の
財
政
指
標
を
県

２２

内
市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外

側
に
あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

�������	��
��
�����������������

�財政の弾力性 ( 経常収支比率・実質公債費比率）�財政の豊かさ ( 自主財源比率・財政力指数）
�財政の堅実性 ( 住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

���　　　　　　　　　　���財政分析指標

（3）

算　出　基　礎野木町の
偏差値

県内市町
平　　均野木町項　目

基準財政収入額　　　　　　　　　　　　
                                                    （平成 2１年度～ 2３年度の 3カ年平均）

基準財政需要額　　　　　　　　　　　　
10８.７0.7１40.8６９１、財政力指数

経常経費充当一般財源等　　　　　

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債　　　　　

　　　　　　　　　　＋減税補てん債　　　　　　

10９.２86.１8１.９２、経常収支比率 (％)

自主財源　　　　　

歳入総額　　　　　
10５.３5５.３6１.６３、自主財源比率 (％)

（A＋ B）－（C＋ D）

E－ D

1２１.０1０.15.２４、実質公債費比率 (％)

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高

住民基本台帳人口（2３年 3月 31 日現在）
1１９.１27４,９４９９２,4９７

５、住民一人当たり
　　将来財政負担額（円）

積立金残高

住民基本台帳人口（2３年 3月 31 日現在）
10３.３８２,９９３１０４,８３５

６、住民一人当たり
　　積立金残高 (円 )

×100

×100

A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
B：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
C：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
D：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
D：普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
E：標準財政規模

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。



　

第
２
分
団
団
員
根
岸
貴
宏
ご
家
族
様

　

第
６
分
団
団
員
亀
山　

潤
ご
家
族
様

�
無
火
災
分
団　

本
部
分
団

　
　
　
　
　
　
　

第
１
分
団

　
　
　
　
　
　
　

第
６
分
団

�
優
良
防
火
管
理
事
業
所

　

日
東
工
業
株
式
会
社
栃
木
野
木
工
場
様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

�
優
良
団
員

　

第
４
分
団
団
員　
　

関　

昌
義

　

第
１
分
団
団
員　
　

中
村
崇
廉

　

第
3
分
団
団
員　
　

大
島
拓
也

　

第
３
分
団
団
員　
　

福
田　

功

　

第
４
分
団
団
員　

岩
�
雄
一
郎

�
優
良
分
団　

第
３
分
団

　

第
６
分
団
副
分
団
長　

藤
井　

司

　

第
２
分
団
班
長　

佐
久
間
圭
太

　

第
2
分
団
団
員　
　

松
本
隆
博

　

第
６
分
団
団
員　
　

栗
田
好
弘

�
勤
続
章（
５
年
）

　

第
４
分
団
分
団
長　

三
橋　

浩

　

本
部
分
団
班
長　
　

野
中
哲
朗

　

第
６
分
団
班
長　
　

福
島
秀
春

　

本
部
分
団
団
員　
　

佐
藤
正
仁

　

第
３
分
団
団
員　
　

針
谷
重
光

　

第
３
分
団
団
員　
　

田
村
真
也

　

第
４
分
団
団
員　
　

老
沼
信
也

野
木
町
長
表
彰

�
永
年
勤
続（　

年
）

１５

　

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

　

章
と
同
じ

�
永
年
勤
続（　

年
）

１０

　

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

　

章
と
同
じ

�
永
年
勤
続（
５
年
）

　

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部

　

長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

�
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

　

対
す
る
感
謝
状（
９
年
）

　

本
部
分
団
団
員
木
村
武
弘
ご
家
族
様

　

第
１
分
団
団
員
石
塚　

潤
ご
家
族
様

　

第
２
分
団
団
員
大
畑
智
紀
ご
家
族
様

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
勤
続
章（　

年
）

１５

　

本
部
団
員　
　
　
　

菅
谷
正
弘

�
勤
続
章（　

年
）

１０

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

金
原　

徹

　

第
１
分
団
団
員　
　

青
木
一
浩

　

第
６
分
団
団
員　

七
五
三
掛
孝
夫

　

第
６
分
団
団
員　

七
五
三
掛
貴
久

　

第
６
分
団
団
員　
　

長
澤　

亮

　

第
６
分
団
団
員　
　

小
林
心
悟

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

�
功
績
章（
８
年
）

　

第
3
分
団
分
団
長　

針
谷　

透

　

第
６
分
団
分
団
長　

岩
�
真
也

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た　

月　

日
、
恒
例
の
消
防

１０

29

団
の
通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
等

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。当
日
は
、

各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、駅
東
通
り
で
分
列

行
進
を
行
い
、通
常
点
検
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃

木

県

知

事

表

彰

�
模
範
消
防
団
員

　

本
部
団
員　
　
　

川
島　

進

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��

（4）



　
　

月　

日
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的

１０

２２

広
場
で
、
第　

回
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

３４

技
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
各
分
団
が
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成　

績

�
団
体
の
部

　

優　

勝
／
第
３
分
団

　

準
優
勝
／
第
4
分
団

　

第
３
位
／
第
１
分
団

�
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

　

指
揮
者　

知
久
敦
則　
（
第
２
分
団
）

　

１
番
員　

山
中
光
男　
（
第
２
分
団
）

　

２
番
員　

海
老
沼
直
之
（
第
１
分
団
）

　

３
番
員　

真
瀬
貴
宏　
（
第
３
分
団
）

　

４
番
員　

老
沼
哲
也　
（
第
４
分
団
）

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
�

�
�
�
�
�
�
�

　

消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防
災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域
の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。　

歳
代
か
ら　

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

２０

６０

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に
訓

練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
団
資
格

�
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は
勤
務
す
る
方

�
年
齢
は　

歳
以
上
の
方

１８

�
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健
な
方

活
動
内
容

�
火
災
予
防
活
動　

�
火
災
消
火
活
動　

�
水
防
活
動

�
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

�
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限　

２
月
１
日

待　

遇

�
報
酬
な
ど
の
支
給

　
（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年
俸
と

     
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職
報
償
金
制
度
）

�
公
務
災
害
補
償
制
度  
�
研
修
制
度  
�
被
服
貸
与  
�
表
彰
制
度

問
総
務
課　
　

�（　
）４
１
１
２

５７

（5）
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（7）

 　

年
末
年
始
業
務
案
内

　

 
役

場

窓

口

問
住
民
課　
　
　

�（　
）４
１
２
６

５７

　

年
末
年
始
の　

月　

日（
木
）〜
１

１２

２９

月
３
日（
火
）、役
場
は
休
み
に
な
り

ま
す
。

　

休
み
に
入
る
前
の　

月　

日
と
、

１２

２８

業
務
開
始
の
１
月
４
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

自
動
交
付
機（
磁
気
カ
ー
ド
で
住
民

票
と
印
鑑
証
明
交
付
）の
ご
利
用
は
、

停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日（
※
）

利
用
で
き
ま
す
。午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
に
お
願
い
し
ま
す
。

１５

※　

月　

日
は
午
後
２
時
ま
で
、
庁

１２

２９

　

舎
内
停
電
の
た
め
ご
利
用
に
な
れ

　

ま
せ
ん（
予
定
）。

休
み
中
の
届
出

　

役
場
が
休
み
の
間
で
も
、出
生
届
、

死
亡
届
、婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
出

は
、当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※
夜
間
（
午
後
５
時　

分
〜
午
前
８

１５

　

時　

分
）は
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３０

　

㈱
エ
ス
・
エ
ス
・
ジ
ー

　

�
０
２
８
５（　

）６
７
５
１

２３

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
１

５７

　
　

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
休
み

に
な
り
ま
す
。

 
�
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

　
　

月　

日（
土
）〜
１
月
３
日（
火
）

１２

３１

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

　

休
み
と
な
り
ま
す
。

�
し
尿
く
み
取
り
な
ど
を
休
む
期
間

　
　

月　

日（
火
）〜
１
月
３
日（
火
）

１２

２７

そ
の
他
の
公
共
施
設

　

役
場
以
外
の
公
共
施
設
な
ど
の
年

末
年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�　
月　

日（
水
）〜
１
月
４
日（
水
）

１２

２８

・
公
民
館

・
体
育
セ
ン
タ
ー

・
武
道
館

・
弓
道
場

・
総
合
運
動
公
園
占
用
使
用

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
篠
山
運
動
場

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

�　
月　

日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
）

１２

２９

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

・
町
立
図
書
館

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
丸
林
保
育
所

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
プ
館
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ 
輪 
号
予
約
セ
ン
タ
ー

り
ん

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�　
月　

日（
火
）〜
１
月
１
日（
日
）

１２

２７

４
日（
水
）

・
ゆ
〜
ら
ん
ど

※
年
始
特
別
営
業
日
時

　

１
月
２
日（
月
）・
３
日（
火
）

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
健
康
福
祉
課　

�（　
）４
１
７
１

５７

　　

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
う
た
め
、健
康
な
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
６
日（
火
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

お知らせ

お知らせ

人  
権  
標  
語

考
え
て　

言
葉
一
つ
で　

心
が
変
わ
る

友
沼
小
学
校　
 
石
川　

千
尋 

い
し
か
わ　
　
　
　

ち
ひ
ろ



東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
方
へ

所
得
税
の
申
告
相
談

問【
県
】栃
木
税
務
署

�
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

　

　

東
日
本
大
震
災
で
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
た
方
は
、震
災
特

例
法
の
施
行
に
よ
り
、 　

年
分
の
所

２２

得
税
の 
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

土
日
祝
休
日
を
除
く

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

栃
木
税
務
署

　
　
　
　
（
栃
木
市
本
町　

番
７
号
）

１７

対　

象　

東
日
本
大
震
災
で
住
宅
や

　
　
　
　

家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け

　
　
　
　

ら
れ
た
方 

申　

込　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

　
　
　
　

で
す
。
自
動
音
声
の
案
内

　
　
　
　

に
従
っ
て
、
番
号
「
２
」

　
　
　
　

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業（
営
業
・
農
業
）及
び

不
動
産
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

問
税
務
課　
　
　

�（　
）４
１
２
２　

５７

　

事
業（
営
業
・
農
業
）及
び
不
動
産

所
得
は
全
て
の
方
が
収
支
計
算
に
よ

る
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。確
定
申

告
期
間
中
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
支
計
算
と
は
、
１
年
分
の
収
入

金
額
や
必
要
経
費
な
ど
を
記
帳
し
て

所
得
を
申
告
す
る
方
法
で
す
。
申
告

の
際
、「
収
支
内
訳
書
」（
１
〜　

月
分

１２

の
収
入
・
経
費
な
ど
を
記
載
）
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
収
支
内
訳
書
が
事
前
に
必

要
な
方
は
税
務
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請

問
農
業
委
員
会　

�（　
）４
１
０
９

５７

　

栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　

�
０
２
８
２（　

）３
４
１
６

２３

　

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、免

税
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

軽
油
引
取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

　
　

年
分
の
免
税
証
の
交
付
申
請
を

２４
次
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

１　

持
っ
て
く
る
も
の

　

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

　

②
印
鑑

　

③
免
税
軽
油
の
引
取
り
な
ど
に
係

　
　

る
報
告
書
（
納
品
書
ま
た
は
領

　
　

収
書
を
添
付
、
写
し
で
も
可
）

注
� 
今
回
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
、

　
　
　

年
３
月　

日
ま
で
有
効
の
免

２４

３１

　
　

税
軽
油
使
用
者
証
を
お
持
ち
で

　
　

な
い
方
は
「
農
業
委
員
会
で
発

　
　

行
す
る
耕
作
証
明
書
」
と
「
手

　
　

数
料
４
２
０
円
」
が
必
要
に
な

　
　

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

　
　

い
。

　

�
国
税
・
地
方
税
の
滞
納
処
分
を

　
　

受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分
解
除

　
　

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
け

　
　

れ
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
口
の
中
を
知
り
、

よ
り
健
康
な
か
ら
だ
に

     
お
口
の
健
康
教
室

問
健
康
福
祉
課　

�（　
）４
１
７
１

５７

　

虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と

は
、
全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
お
口
の
健
康
教
室

は
、
日
常
生
活
で
の
口
の
中
の
お
手

入
れ
方
法
や
、
現
在
の
口
の
中
の
状

況
を
歯
科
衛
生
士
と
と
も
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１２

２１

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

町
在
住
者（　

歳
以
上
）

４０

定　

員　
　

名
２０

内　

容　

・
口
腔
内
の
チ
ェ
ッ
ク

・
サ
リ
バ
ス
タ
ー
だ
液
潜
血
テ
ス
ト

　

（
歯
周
病
の
可
能
性
を
調
べ
る
テ

　

ス
ト
）

・
酸
性
度
チ
ェ
ッ
ク

・
は
み
が
き
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

　

イ
ス　

な
ど

持
っ
て
く
る
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、

　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル

申　

込　
　

月
５
日
〜

１２

　
　
　
　

電
話
ま
た
は
来
所

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

お知らせ

（8）

２．受付日、受付時間・受付場所

受付場所受　付　時　間受付日

役　場
新館２階
大会議室

１３時～１５時
南赤塚学区
（丸林西含む）

９時３０分～１１時３０分
友沼学区
（松原含む）

１�１６
（月）

１３時～１５時
佐川野学区

９時３０分～１１時３０分
野木学区

１�１７
（火）



Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
性
感
染
症
検
査

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
０
２
８
５（　

）１
２
１
９

２２

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」（　

月
１
日
）

１２

に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
夜
間
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
６
日（
火
）

１２

　
　
　
　

午
後
５
時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

場　

所　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　

小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

内　

容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
・

　
　
　
　

相
談
（
感
染
の
可
能
性
が

　
　
　
　

あ
っ
て
か
ら　

週
間
以
上

１２

　
　
　
　

経
過
し
て
い
る
こ
と
）

予
約
不
要
・
料
金
無
料

※
そ
の
他
希
望
に
よ
り
次
の
検
査
が

　

受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

で
は
、
毎
週
水
曜
日
（
受
付
午
後

　

１
時
〜
２
時
）
に
同
様
の
検
査
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
１

５７

　

町
で
は
、
環
境
放
射
線
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
舎
内
掲
示
板
な

ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
放
射
線
量
測
定
値

※　

月
９
日
、
役
場
前
庭
で
測
定
し

１１

　

た
環
境
放
射
線
量
の
値
は
、

　

０
・
０
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。

環
境
放
射
能
測
定
器
の
貸
し
出
し

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
１

５７

　

町
で
は
、身
近
な
環
境
放
射
線
量

を
把
握
し
た
い
町
民
の
皆
様
に
簡
易

放
射
能
測
定
器（
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）

を
貸
し
出
し
し
ま
す
。

貸
出
期
間　
　

月
５
日
〜（
開
庁
日
）

１２

貸
出
時
間　

午
前
９
時
〜 
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

対
象
者       
町
在
住
ま
た
は
町
内
事

　
　
　
　
　

業
者
の
方 

貸
出
場
所　

生
活
環
境
課
窓
口

料
金
無
料

予　

約

　

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い

（　

月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
）。

１２
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
。
予
約
は
１
回
分
と
さ
せ
て
い

１５た
だ
き
ま
す
。

受　

付

　

予
約
し
た
日
に
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
申
請
書
に
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。
本
人
確
認
を
し
ま
す
の
で

「
身
分
証
明
書
」（
免
許
書
、
保
険
証

な
ど
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

返　

却

　

貸
出
時
間
内
に
測
定
を
行
い
、
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

問
政
策
課　
　
　

�（　
）４
１
３
３

５７

　　
「
み
ん
な
の
広
場
」は
、住
民
の
皆

さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々

な
こ
と
を
語
り
合
い
、今
後
の
町
政

に
活
か
し
て
い
く
た
め
実
施
し
て
い

ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

月
の
テ
ー
マ

１２

「
防
災
に
つ
い
て
」（
そ
の
１
）

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１２

１９

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

会　

場　

役
場
新
館
２
階
第
２
会
議
室

申
込
不
要　

当
日
、会
場
で
記
名　

※
テ
ー
マ
以
外
の
ご
意
見
に
つ
い
て

　

は
、
当
日
別
に
記
入
票
を
お
渡
し

　

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
語
り
合
い
た
い
テ
ー

　

マ
に
つ
い
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

（9）

お知らせ

単位：マイクロシーベルト / 時

最小値最大値（測定高さ５０㎝）

０．０７０．０９
役場前庭
５月３１日～
毎週水曜日

０．０６０．１１
各小中学校校庭
９月１日～

結果通知検査内容

採血後約３０分
（検査結果に
　より再来所）

ＨＩＶ検査

梅毒抗体検査

翌週水曜日
クラミジア抗原検査

淋菌抗原検査

１０日～２週間後
Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウイルス検査

����
� � �
�����
����
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お知らせ

「
き
ら
り
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
ら
り
館
」　

�（　
）１
２
３
１

２３

�
き
ら
り
冬
フ
ェ
ス
タ

　

深
め
よ
う
絆
�
支
え
よ
う
復
興
支
援
�

　

年
末
だ
よ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�
大
人

も
子
ど
も
も
大
集
合
、
交
流
と
親
睦

を
深
め
よ
う
�

●
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
活
動
盛

　

り
だ
く
さ
ん
�

●
お
い
し
い
食
の
コ
ー
ナ
ー
も
満
喫

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
金
活
動
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

　

ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

　
　
　
　
【
雨
天
時
、
遊
び
の
コ
ー

　
　
　
　
　

ナ
ー
な
ど
中
止
あ
り
】

会　

場　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

臨
時
駐
車
場　

逆
川
排
水
機
場

内　

容

★
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
の

　

活
動
紹
介
、
作
品
の
展
示

★
食
の
コ
ー
ナ
ー

　

餅
、
綿
あ
め
、　

駄
菓
子
、
ふ
る
さ

　

と
鍋
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

　

ン
な
ど

★
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
昔
遊
び
）

　

ベ
ー
ゴ
マ
、
羽
子
板
、
竹
幼
馬
な
ど

★
団
体
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

★
体
験
、
発
表
の
コ
ー
ナ
ー

　

三
味
線
、
パ
ソ
コ
ン
、
点
字
、
手

　

話
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
バ

　

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
し
め
縄
作
り
、

　

車
イ
ス
・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
餅

　

つ
き

★
募
金
活
動
コ
ー
ナ
ー

�
気
楽
に
歩
こ
う「
き
ら
り
館
」か
ら

　

き
ら
り
館
広
場
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
気
楽
に
歩
こ
う
会
」

の
皆
さ
ん
と
散
策
し
、
健
康
増
進
、

交
流
・
親
睦
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１２

２０

　
　
　
　

午
前
８
時　

分
〜

２０

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー「
き
ら
り
館
」

歩
行
距
離　

７
�

散
策
コ
ー
ス　

　

き
ら
り
館
発
（
午
前
８
時　

分
出

３０

発
）
�
忠
魂
碑
�
小
山
市
消
防
団
�

思
川
（
思
川
桜
里
親
千
本
記
念
）
�

小
山
市
博
物
館
（
館
内
見
学
）
�
間

々
田
駅
（
電
車
）
�
野
木
駅
�
き
ら

り
館
着
（
午
前　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
）

　
　
　
　

当
日
徴
収

申　

込　
　

月
１
日
〜　

日

１２

１８

　
　
　
　

き
ら
り
館
へ
直
接
ま
た
は

　
　
　
　

電
話
・
�（　
）１
２
３
２

２３

　
　
　
　

�kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

※
多
数
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

※
飲
み
物
な
ど
は
、
各
自
持
っ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。

T
O
W
N
‐
N
O
G
I

２
０
１
１
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

問
町
観
光
協
会　

�（　
）４
１
５
３

５７

　

町
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
た「
T
O
W
N
‐
N
O
G
I  

イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦
２
０
１
１
」

を
被
写
体
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。皆

さ
ま
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

応
募
資
格

　

年
齢
、
性
別
、
居
住
地
、
プ
ロ
・

　

ア
マ
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
応

　

募
い
た
だ
け
ま
す

テ
ー
マ　

　

Ｊ
Ｒ
野
木
駅
前
東
西
ロ
ー
タ
リ
ー

　

に
設
置
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

を
主
題
と
し
た
も
の

応
募
サ
イ
ズ　

　

４
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

　
（
ワ
イ
ド
４
つ
切
り
は
可
）

　

※
額
装
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
点
数

　

お
一
人
様
１
作
品
限
り
・
先
着　

作
品

３０

募
集
期
間　
　

　
　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

１２

１７

※
詳
し
い
こ
と
は
募
集
要
項
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。
要
項
は
産
業
課
窓
口

　

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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お知らせ

第
５
回
野
木
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

問
都
市
整
備
課　

�（　
）４
１
６
１

５７

　

第
５
回
野
木
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
一
般
の
方
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
金
・
祝
）

１２

２３

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場　

所　

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
の
公
聴
会

問
【
県
】
都
市
計
画
課

　

� 
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

都
市
計
画
の
構
想
の
名
称

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
道
路
の
変
更

対
象
と
な
る
区
域

　

野
木
町
大
字
野
渡
字
三
軒
在
家
、

　

大
字
若
林
字
北
田
の
各
一
部

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧

▽
縦
覧
期
間

　
　

月
２
日
〜　

日（
土
日
除
く
）

１２

１６

▽
縦
覧
場
所

　

県
都
市
計
画
課（
県
庁　

階
）

１４

　

栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

　

野
木
町
都
市
整
備
課

公　

聴　

会

▽
日　

時

　

１
月　

日（
火
）午
後
７
時
〜

１０

▽
場　

所

　

小
山
市
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
し
ら
さ
ぎ
館
）２
階
研
修
室
２

▽
そ
の
他

　

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
場
合

　

は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
申
出
書

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
は
、　

　

公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

お　

詫　

び

　

広
報
の
ぎ　

月
号　

頁
掲
載
の

１１

１６

「
都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
の
公

聴
会
」で
、縦
覧
日
が　

月
１
日
〜　

１１

１５

日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、都
合
に

よ
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。　

ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
公
聴
会
の
日
程
も
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
で
あ
わ
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

問
上
下
水
道
課
（　

）
４
１
９
４

５７

　

古
河
市
水
道
課
（　

）
５
１
１
１
㈹

２２

　　

水
道
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
１
℃

以
下
に
な
る
と
凍
結
し
ま
す
。
凍
結

し
そ
う
な
所
に
あ
る
水
道
は
、
早
め

に
冬
支
度
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

な
ど
は
、
補
助
止
水
栓
を
締
め
て
お

く
と
破
裂
し
て
も
漏
水
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
予
防

　

蛇
口
や
水
道
管
に
保
温
材
料
を
取

り
付
け
て
寒
さ
か
ら
守
る
こ
と
が
一

番
で
す
。保
温
材
料
は
、市
販
品
も
あ

り
ま
す
が
、家
庭
に
あ
る
毛
布
や
厚

手
の
布
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で

も
十
分
で
す
。保
温
材
を
巻
き
つ
け

て
、さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

●
応
急
処
置

　

凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、お
湯
を

か
け
て
溶
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、蛇
口
を

開
け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布

を
か
ぶ
せ
て
、蛇
口
に
近
い
ほ
う
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く

だ
さ
い
。急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
破
裂
し
た
と
き
は
、メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補
助
止
水
栓

を
締
め
て
水
を
止
め
、町
の
指
定
工

事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、古
河
市
給
水
区
域
の
方
は

古
河
市
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り

問（
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

�（　
）２
１
３
７

５６

�
新
規
会
員
入
会
説
明
会

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
は
、　
６０

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
で
、
野
木
町
に
住
ん
で
い
る
方
で

す
。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１２

１５

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

場　

所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
刃
物
研
ぎ

「
刃
物
研
ぎ
」を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時

　
　

月　

日（
火
）・　

日（
水
）

１２

１３

１４

　

両
日
と
も
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場　

所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料　

金　

菜
切
包
丁　

２
０
０
円
〜

　
　
　
　

出
刃
包
丁　

４
０
０
円
〜

　
　
（
刃
こ
ぼ
れ
直
し
な
ど
は
別
途
）

※
営
業
用
の
刃
物
類
の
持
ち
込
み
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。



県
立
学
悠
館
高
等
学
校
説
明
会

問
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

　
　

�
０
２
８
２（　

）７
０
７
３

２０

　
　

�
０
２
８
０（　

）９
２
９
９

２４

　

学
悠
館
高
校
は
定
時
制
課
程
と
通

信
制
課
程
を
併
置
し
た
単
位
制
高
校

で
す
。
定
時
制
課
程
は
午
前
、
午
後
、

夜
間
の
時
間
帯
か
ら
自
分
に
合
っ
た

時
間
帯
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
信
制
課
程
は
、
毎
週
１
回

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
レ
ポ
ー
ト
作
成

を
中
心
に
自
学
自
習
で
勉
強
し
ま
す
。

学
校
の
概
要
と
、
入
学
・
転
入
学
・

編
入
学
試
験
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

１
月　

日（
水
）

２５

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時　

分
５０

会   
場　

学
悠
館
高
等
学
校

　
　
　
　
（
栃
木
市
沼
和
田
町
２
‐
２
）

申　

込　

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

　
　
　
　

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接

　
　
　
　

学
校
へ

　
　

嘱
託
員
募
集

　

嘱
託
員
を
下
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
各
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
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学校補助事務員学校用務嘱託員教育相談指導員特別支援教育相談員
幼児ことばの教室

指導員

１２月１日～２０日※最終日午後５時必着募集期間

・履歴書（写真貼付）
・運転免許証写し

・履歴書（写真貼付）
・運転免許証写し
・教員免許写し

・履歴書（写真貼付）
・運転免許証写し
・有資格者、言語に係
　わる履修者または言
　語指導施設での勤務
　経験者など

提出書類
資　　格

・図書室に係る事務
・文書の収受と経理
　事務
・その他

・文書送達受領など
　連絡に関する事務
・外来者の受付、そ
　の他連絡に関する
　こと
・校舎内外の清掃と
　除草などの手入れ
　に関する作業

・不登校児などと保
　護者の相談に関す
　る業務
・不登校児などが学
　校生活への適応を
　図るための援助
・不登校児などの保
　護者、学校、地域
　との連絡などや協
　力に関する業務

・校内における支援体
　制づくりへの助言業
　務
・個別の指導計画の作
　成協力業務
・保護者・本人などから
　の相談に関する業務
・校内での実態把握・
　事業場面観察業務な
　ど

・幼児ことばの教室で
　の指導補助
・指導に係る事務
・文書の収受と一般事
　務など

勤務内容

４月１日～翌年３月３１日　　（継続あり・更新期間含め５年以内）委嘱期間

  月２２日以内（１日５時間）
  友沼小
　午前９時３０分～午後３時
  野木中
　午前９時～午後２時３０分
  野木二中
　午前１０時～午後３時３０分
　月～金曜日

　午前８時～
　　午後４時３０分
　（１日７時間３０分）
　月～金曜日

　午前９時～
　　　午後３時
　（１日５時間）
　月～金曜日

　午前８時３０分～午後５時
　（１日７時間３０分）
　月～金曜日

勤務時間

時給　750 円月額 130,000円以内時給　1,030 円月額　200,000 円以内月額　200,000 円以内報　　酬

通勤手当（町条例による）手        当

３　名２　名各　１　名募集人員

書類・面接による選考選考方法

こども教育課　�（５７）４１８３
問     合
申 込 先



日
本
再
生
へ
の
道
！

ゆ
れ
る
政
局
・
経
済
の
動
き
を
読
む

　
 
新
春
経
済
講
演
会

問
町
商
工
会　
　

�（　
）２
２
３
３

５５

　

法
政
大
学
教
授
・
Ｔ
Ｖ
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
・
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の

萩
谷
順
氏
を
招
き
新
春
経
済
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
聴
講
無
料
で
す
。

日　

時　

１
月　

日（
木
）

２６

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

会　

場　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定　

員　

１
５
０
名（
先
着
順
）

小
中
学
校
合
同

キ
ラ
リ
・
ク
リ
ー
ン
活
動

問
こ
ど
も
教
育
課
�（　
）４
１
８
２

５７

　

今
年
か
ら
本
町
の
全
小
中
学
生
が

合
同
で
、
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い

る
地
域
を
清
掃
す
る
「
キ
ラ
リ
・
ク

リ
ー
ン
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
児

童
生
徒
が
社
会
奉
仕
の
精
神
や
協
力

性
を
養
う
た
め
、
休
日
で
あ
る
土
曜

日
に
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
活
動
で

き
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１１

場　

所　

町
内
全
域

活
動
内
容　

　

学
区
内
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど

　

年
度
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

２４入
札
参
加
者
資
格
審
査
の
追
加
申
請

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　

�
０
２
８
５（　

）３
２
２
８

２２

○
物
品
購
入
等

○
建
設
工
事

○
建
設
関
連
業
務
委
託

受
付
期
間　

１
月　

日
〜　

日（
必
着
）

１０

３１

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
除
く
）

提
出
方
法　

郵
送（
郵
便
書
留
）

提
出
先

　

〒
３
２
３
‐
０
０
４
３

　

小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４
番
地

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　

総
務
課
管
理
係

申
請
書
類
等
の
入
手
場
所

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課
窓
口

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.city.oyam
a.tochigi.jp/kouiki/

シ
リ
ー
ズ 
�
�
�
�
�
�
�
�

問
生
活
環
境
課　

�（　
）４
１
３
１

５７

①
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
と
は

　

野
木
町
の
ご
み
は
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
（
小
山
広
域
）
で
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
小
山
広
域
で
は
、

地
方
自
冶
法
に
基
づ
き
共
同
処
理
す

る
事
務
を
広
域
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
効
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
昭
和　

年
４
月
に
組
織
さ

５８

れ
ま
し
た
。

　

野
木
町
か
ら
出
る
生
ご
み
、
可
燃

ご
み
は
、
小
山
広
域
と
日
本
リ
サ
イ

ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
と
の
間
で
業

務
委
託
契
約
を
結
び
、
南
赤
塚
地
内

に
あ
る
野
木
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
木
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で

き
な
か
っ
た
不
適
物
や
粗
大
ご
み
、

不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
は
小
山
中
央

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

野
木
町
の
総
ご
み
量
は
、
昨
年
度

実
績
で
７
４
３
９
ｔ
、
う
ち
野
木
資

源
化
セ
ン
タ
ー
処
理
分
５
３
１
０
ｔ
、

小
山
中
央
セ
ン
タ
ー
処
理
分
２
１
２
９
ｔ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
山
広
域
の
各
施
設
（
小
山
市：

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
下
野
市：

北

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
野
木
町：

野
木

資
源
化
セ
ン
タ
ー
）
は
、
建
設
か
ら

相
当
期
間
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
心

配
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
ら
を
可
能
と

す
る
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

計
画
す
る
施
設
は
、
各
市
町
の
ご

み
の
搬
出
量
や
地
域
の
特
徴
な
ど
を

踏
ま
え
、
構
成
市
町
の
役
割
を
決
め

て
い
ま
す
。
野
木
町
で
は
、
平
成　
２８

年
度
稼
働
を
目
標
に
、
次
の
新
施
設

の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

①
生
ご
み
等
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

②
容
リ
法
対
象
ビ
ニ
プ
ラ
施
設

③
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
一
時
仮
置
施
設
）

※
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

　

は
、
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
・
不
燃

　

ご
み
・
資
源
物
の
分
別
に
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

（13）

小山広域の共同処理事務

関係市町事務内容

小山市、下野市、
上三川町、野木町

・し尿処理

小山市、下野市（旧南河内町
及び旧国分寺町の区域に限
る。）、野木町

・ごみ処理
・斎場及び火葬場

小山市、下野市、野木町
・結核検診
・休日急患診療



特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

国
際
交
流
協
会
の
催
し

�
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー

問
町
国
際
交
流
協
会　

川
島　

 
�
０
９
０（
９
０
１
９
）９
１
８
５

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、次
の
と

お
り
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

１１

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場　

所　

町
公
民
館

内　

容

・
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
よ
る
ス
リ

　

ラ
ン
カ
で
の
活
動
報
告
と
写
真
展
示

・
韓
国
語
受
講
生
に
よ
る
成
果
発
表

・
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
無
料
・
定
員　

名（
当
日
先
着
順
）

１５

対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
に
お
住

　
　
　
　

ま
い
の
方

�
世
界
の
料
理
シ
リ
ー
ズ

　

〜
日
本
の
文
化「
手
打
ち
そ
ば
体
験
教
室
」〜

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
８

５７

問
町
国
際
交
流
協
会　

伊
東

�
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

　

手
打
ち
そ
ば
に
興
味
の
あ
る
方
、

お
い
し
い
そ
ば
に
こ
だ
わ
り
を
も
た

れ
る
方
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
手

打
ち
そ
ば
。
そ
ば
を
打
つ
の
が
初
め

て
の
方
の
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）　
　

１２

１８

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

場　

所　

町
公
民
館
調
理
室

内　

容　

二
八
そ
ば
を
打
っ
て
、
茹

　
　
　
　

で
て
試
食
し
ま
す
。

講　

師　

野
木
手
打
ち
そ
ば
愛
好
会

定　

員   　

名
（
先
着
順
）

１０

対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
に
お
住

　
　
　
　

ま
い
の
方

参
加
費　

５
０
０
円

持
っ
て
く
る
物

　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

　
　
　
　

オ
ル
２
枚
、
持
ち
帰
り
用

　
　
　
　

の
容
器
（
大
き
め
の
タ
ッ

　
　
　
　

パ
な
ど 
２
個
）

申　

込　
　

月
５
日
〜　

日
、参
加

１２

１２

　
　
　
　

費
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ

女
性
セ
ミ
ナ
ー

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
７
７

５７

　

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
を
考

え
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

肌
が
カ
サ
つ
く
、
肩
が
こ
る
、
顔
が

ほ
て
る
…
。
以
前
に
な
か
っ
た
不
調
を

感
じ
た
ら
、
プ
レ
更
年
期
の
症
状
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
生
き
生
き
と
年
齢
を
重

ね
る
た
め
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

自
分
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
内
容
・
講
師

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り（
全
４
回
）

場　

所　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
在
勤
女
性

定　

員　
　

名（
先
着
順
）

３０

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
期
間　
　

月
１
日
〜
９
日

１２

　
　
　
　
　
（
土
日
除
く
）

申
し
込
み
方
法　
　

　

参
加
費
を
添
え
町
公
民
館
へ

カルチャー

カルチャー

（14）

～女性セミナー～プログラム

内　　　容日　　時回

 ○講　演　
　・公民館公開講座に参加
  　　いきいきと年齢をかさねるために
　　　「４０歳から知っておきたい女性ホルモンの力」
　　講師：獨協医科大学産科婦人科 教授　
　　　　　女性医師支援センター　センター長　
　　　　　　　　　　医学博士　望月 善子 先生

１２�１３（火）
９：００～１１：１０

１

 ○調理実習
　「作って食べて暖話して」
　女性ホルモン力を上げる食材を使ったレシピを紹介します。
　活力ある女子力を維持する料理をつくりましょう。
　　講師： 健康福祉課管理栄養士　

１�１３（金）
１０：００～１３：３０

２

○施設見学
　とちぎ男女共同参画センター「パルティ」見学
　とちぎ健康の森「健康づくりセンター」見学
　ランチは宇都宮のホテルでバイキングを楽しみましょう
    （ランチ代金は各自負担です）。

１�２０（金）
９：００～１６：４５

３

○３Ｂ体操
　ボール、ベル、ベルターの３つ手具を使い、音楽に合わ
　せて身体を動かす楽しい体操です。遊び感覚で楽しくコ
　ミュニケーションを深めながら、スリムな身体を作りま
　しょう。
　　講師：日本３Ｂ体操協会 
　　　　　　　　　公認指導士　宮田 美知子 先生

１�２５（水）
９：３０～１１：００

４



パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

�（　
）４
１
７
７

５７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日　

時　
　

月
８
日（
木
）

１２

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　
　

月　

日（
土
）

１２

１７

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　

町
公
民
館
第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
掲
示
板
で
確
認
す
る
か
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

ズ
ン
バ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

　

ズ
ン
バ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
は
、パ

テ
ィ
ー
感
覚
で
世
界
中
の
音
楽
に
の

っ
て
楽
し
く
運
動
す
る
ラ
テ
ン
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
で
す
。リ
ズ
ム
に
の
っ
て

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、素
敵
な
ボ

デ
ィ
ー
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

１
月　

日
・　

日
・　

日
・　

日

１０

１７

２４

３１

　
　
　
　

２
月
７
日
・　

日
１４

　
　
　
　

全
火
曜
日
・
６
回

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

場　

所　

町
武
道
館

講　

師　

三
好 
康
恵　

さ
ん

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

３０

参
加
料　

会　

員　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　
　

１
２
０
０
円

持
っ
て
く
る
物

　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
シ
ュ
ー
ズ
、

　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申　

込　
　

月　

日
〜
参
加
料
を
添

１２

１３

　
　
　
　

え
生
涯
学
習
課
へ
（
定
員

　
　
　
　

に
な
り
次
第
締
切
）

第　

回
４０

    
野
木
町
駅
伝
大
会

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

日　

時　

１
月　

日（
日
）午
前　

時
〜

２２

１０

　
　
　
　

小
雨
・
小
雪
決
行（
順
延
な
し
）

会　

場　

町
公
民
館
集
合

　
　
　
　

町
内
コ
ー
ス（
コ
ー
ス
図
参
照
）

参
加
資
格
・
チ
ー
ム
編
成

�
小
中
学
生
の
部
は
、
町
内
の
小
中

　

学
生
の
参
加
と
し
ま
す
。

�
一
般
女
子
・
一
般
男
子
の
部
に
小

　

中
学
生
の
参
加
は
認
め
ま
せ
ん
。

�
壮
年
男
子
・
一
般
男
子
の
部
に
女

　

子
２
名
ま
で
の
参
加
は
認
め
ま
す
。

�
一
般
男
女
・
壮
年
の
部
は
、
町
在

　

住
在
勤
者
の
参
加
が
半
数
以
上
と

　

し
ま
す
。

種
目
・
人
数
・
参
加
料

�
小
学
生
男
子
・
女
子
、中
学
生
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　
　

１
５
０
０
円

�
一
般
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　
　

２
０
０
０
円

�
中
学
生
男
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
７
名　
　

２
０
０
０
円

�
一
般
男
子
・
壮
年
男
子（　

歳
以
上
）の
部

４０

　

１
チ
ー
ム
７
名　
　

３
０
０
０
円

申
込
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１２

２０

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
生
涯
学

　
　
　
　
　

習
課
へ

スポーツ

カルチャー・スポーツ
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駅伝コース図



  
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
講
習
会

問
生
涯
学
習
課　

�（　
）４
１
８
７

５７

　

白
銀
の
世
界
の
中
で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
思
い
切
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
�

期　

日　

２
月
４
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
５
時
公
民
館
発

会　

場　

会
津
高
原

　
　
　
　

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
学
生
以
上
の
町
在
住
在

　
　
　
　

勤
者
（
小
学
３
年
生
以
下

　
　
　
　

は
保
護
者
同
伴
）

※
ス
ク
ー
ル
に
全
員
参
加
と
な
り
ま
す
。

講　

師　

町
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

　
　
　
　

ス
キ
ー
場
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

交　

通　

貸
切
バ
ス
２
台

定　

員　

先
着　

名
７０

参
加
料　

中
学
生
以
上

�
Ａ
コ
ー
ス　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
）

�
Ｂ
コ
ー
ス　

６
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
）

小　

学　

生

�
Ｃ
コ
ー
ス　

４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
）

�
Ｄ
コ
ー
ス　

５
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
５
０
０
円
増

※
レ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ア
は
１
０
０
０
円

　
（
ウ
ェ
ア
上
下
）

※
帽
子
・
手
袋
・
ゴ
ー
グ
ル
の
レ
ン

　

タ
ル
は
各
２
０
０
円

申
込
期
間　
　

月
９
日
〜　

日
、
参

１２

２０

　
　
　
　
　

加
料
を
添
え
生
涯
学
習

　
　
　
　
　

課
へ
（
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　
　

第
終
了
）

第
５
回
野
木
町
空
手
道
競
技
大
会

問
福
井
啓
仁　
　

�（　
）０
１
９
２

５７

期　

日　

２
月　

日（
日
）

２６

会　

場　

町
武
道
館

種　

目　

形
競
技
・
組
手
競
技

　

小
学
１
・
２
年
生
（
男
女
混
合
）

　

小
学
３
・
４
年
生
（
男
女
混
合
）

　

小
学
５
・
６
年
生
（
男
女
混
合
）

※
参
加
人
数
が
競
技
成
立
に
満
た
な

　

い
場
合
、
階
級
を
前
後
す
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格　

町
空
手
道
連
盟
登
録
会
員

　
　
　
　
　

連
盟
が
認
め
る
競
技
を

　
　
　
　
　

行
え
る
小
学
生

競
技
規
定　

全
日
本
空
手
道
連
盟

　
　
　
　
　

競
技
規
定　

他

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
代
含
む
）

※
形
・
組
手
双
方
出
場
の
場
合
も
同
額

申　

込　
　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

１５

２０

　
　
　
　

参
加
料
を
添
え
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
町
立
図
書
館　

�（　
）２
８
１
１

５７

家
族
で
楽
し
め
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。町
内
の
音
楽
家
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

２５

　
          
午
後
２
時
〜
３
時

　
　
　
　
（
１
時　

分
〜
受
付
開
場
）

４０

会　

場　

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

曲　

目　

　

○
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー

　
　
（
諸
人
こ
ぞ
り
て
、
聖
夜　

他
）

　

○
組
曲
「
く
る
み
割
り
人
形
」

   
○
歌
唱
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
聖
夜
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
他
）

演
奏
者　

小
松 
さ
と
み 
氏

　
　
　
　
　
（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

定
員
先
着　

人
・
入
場
無
料

７０

申
込
期
間　
　

月
６
日
〜　

日　
　

１２

１８

申
込
方
法　

来
館
ま
た
は
電
話

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　

今
年
も
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
お
は

な
し
会
を
開
催
し
ま
す
�
み
ん
な
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

２４

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　

所　

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
〜
小
学
生
低
学
年

内　

容　

絵
本
、
紙
し
ば
い
、
ブ
ラ
ッ

　
　
　
　

ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

　
　
　

※
キ
ラ
キ
ラ
星
の
手
袋
人
形

　
　
　
　

を
作
っ
て
遊
ぼ
う
�

主　

催　

絵
本
の
会

（16）

としょかん
ニュース
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親
子
で
楽
し
む

押
し
花
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１２

１８

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

場　

所　

図
書
館
２
階
研
修
室

内　

容　

押
し
花
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し

　
　
　
　

て
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

　
　
　
　

作
り
ま
す
。

講　

師　

秋
元 
弘
美 
さ
ん

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

募
集
人
数　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
　

組
１０

対
象
者　

町
内
在
住
、
在
勤
の
方

募
集
期
間　
　

月
１
日
〜
８
日

１２

応
募
方
法　

来
館
ま
た
は
電
話

貸
出
カ
ー
ド
の
更
新

　

住
所
や
電
話
番
号
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

返
却
で
き
ま
す 
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　

休
館
日
・
閉
館
後
は
、返
却
ポ
ス
ト

に
本
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。Ｃ
Ｄ
・
ビ

デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
な
ど
は
、入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

開
館
中
は
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
し

て
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

�
一
般
書

○
古
手
屋
喜
十
為
事
覚
え

　
  　
　
　
  　
（
宇
江
佐
真
理
）小
説

○
こ
い
わ
す
れ   　
 
（
畠
中
恵
）小
説

○
境
遇　
 　
   　
（
湊
か
な
え
）小
説

○　

歳
若
返
る
か
ら
だ
を
つ
く
る

１０

　

５
つ
の
習
慣    
（
大
和
書
房
）健
康

○
つ
る
と
草
の
編
み
カ
ゴ
の
本

   　
　
　
　
（
誠
文
堂
新
光
社
）芸
術

�
児
童
書

○
よ
る
の
え
ん
て
い

　
　
　
　
　
    　
（
佐
々
木
洋
）絵
本

○
ク
リ
ス
タ
ル
エ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
    
（
風
野
潮
）よ
み
も
の

○
天
空
の
少
年
ニ
コ
ロ　

１
・
２

　
     
（
カ
イ
・
マ
イ
ヤ
ー
）よ
み
も
の

○
し
ら
べ
よ
う
！
は
た
ら
く
犬
た
ち
１
〜
３

　
　
　
　
　
    　
（
ポ
プ
ラ
社
）社
会

○
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
白
鳥
が
く
る

　
　
　
　
       
（
穂
村
弘
）
こ
と
ば

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

　

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

　

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま

　

す
。

お
は
な
し
会
の
予
定

　

☆
グ
レ
ー
ス
森

　　
　

月
２
日（
金
）

１２

　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

　
　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

　
　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　

対
象
：
幼
児

　

☆
ピ
ノ
キ
オ

　　
　

月　

日
・　

日（
火
）

１２

１３

２０

　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

　
　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
手
あ
そ
び

　
　

対
象
：
幼
児

　
　

月　

日（
土
）

１２

１７

　
　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

　
　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
手
あ
そ
び　

♪
工
作

　
　

対
象
：
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

　

☆
図
書
館
職
員

　　
　

月　

日（
土
）

１２

１０

　
　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

　
　

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
お
り
が
み

　
　

対
象
：
４
歳
く
ら
い
〜
小
学
生

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心
で
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

月
１
日　

新
橋
小

１２
　
　

午
後
１
時
〜
１
時　

分
４５

　

月
７
日　

友
沼
小

１２
　
　

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

５５

４０

　

月　

日　

南
赤
塚
小

１２

１４

　
　

午
後
１
時
〜
２
時

　

月　

日　

野
木
小

１２

１５

　
　

午
後
１
時
５
分
〜
１
時　

分
４５

　

月　

日　

佐
川
野
小

１２

２０

　
　

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

４５

１５

図
書
館
シ
ネ
マ

　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。
映
画
史
に
残
る
名
作
を
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１７

　
「
羅
生
門
（
ら
し
ょ
う
も
ん
）」

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　
「
敦
煌
（
と
ん
こ
う
）」

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時　

分
２０

会　

場　

２
階
ホ
ー
ル

としょかんニュース
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リ
サ
イ
ク
ル
市

　

図
書
館
が
所
有
す
る
本
（
雑
誌
含

む
）
の
う
ち
、
廃
棄
予
定
の
も
の
を

希
望
者
に
無
償
で
配
布
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
を
有
効
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
で
、
昨
年
度
は
約
２
６
０
０

冊
が
新
し
い
持
ち
主
に
引
き
取
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

日　

時　
　

月　

日
〜　

日

１２

１０

１４

　
　
　

※　

日
（
月
・
休
館
）
除
く

１２

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

会　

場　

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

出　

品　

本
・
雑
誌

対　

象　

町
在
住
者

　
　
　
　
（
１
人
５
点
ま
で
）

※　

日
以
降
は
町
外
者
可
。
冊
数
制

１１

　

限
な
し
。
袋
は
、
各
自
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
�
お
は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル

２
０
１
１
を
開
催
し
ま
し
た

　
　

月
２
日
に
開
催
し
た
〈
わ
く
わ

１０
く
�
お
は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル
〉。
５

回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、　

名
を
超

７０

え
る
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

人
形
劇
や
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
、紙
芝

居
な
ど
、会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

新　

橋　

児　

童　

館

                  
問
�（　
）９
１
５
５

５７

�
親
子
で
３
Ｂ
体
操
�

　

こ
ど
も
達
は
思
い
っ
き
り
身
体
を

動
か
せ
、
保
護
者
さ
ん
向
け
の
コ
リ

ほ
ぐ
し
体
操
も
あ
り
、
親
子
で
楽
し

め
る
一
時
間
で
す
♪
ぜ
ひ
一
度
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
�

日　

時　
　

月
３
日
・　

日（
土
）

１２

１７

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
料　

１
家
族
５
０
０
円

　
　
　
　
（
講
師
代
と
し
て
）

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
ふ
れ
あ
い
冬
の
会

　

季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
歌
を
う
た

っ
た
り
・
工
作
し
た
り
・
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
…
の
お
楽
し
み
会
★
み
ん
な

で
盛
り
上
が
っ
ち
ゃ
お
う
�

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生
・
地
域
の
方

参
加
料　

１
人
１
５
０
円

申　

込　
　

月
７
日
午
後
５
時
ま
で

１２

　
　
　
　

に
代
金
を
添
え
児
童
館
へ

�
工
作
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
て
き
た
ね

〜
家
の
飾
り
付
け
は
進
ん
で
い
る
か

な
�
み
ん
な
で
《
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ

ズ
》
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
♪

日　

時　
　

月　

日
〜　

日

１２

１３

１５

　
　
　
　

下
校
後

対　

象　

全
児
童

参
加
無
料　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
お
話
し
し
ま
し
ょ
�

　

マ
マ
友
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
…

マ
マ
達
の
情
報
交
換
の
場
に
…
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
�

お
子
さ
ん
を
囲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１２

２０

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
き
っ
ず
シ
ア
タ
ー
く
ら
ぶ

　

児
童
館
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本

や
紙
芝
居
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
〜
！

み
ん
な
で
読
み
っ
こ
し
て
み
な
い
�

参
加
し
て
く
れ
た
お
友
達
に
は
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
…
♪

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

２４

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

対　

象　

小
学
生

参
加
無
料　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

今
年
も
や
り
ま
す
！
み
ん
な
の
大

好
き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
。
…
先
生
達

も
ま
ぜ
て
ね
�
真
剣
勝
負
の
後
は
、

ホ
ッ
と
一
息
・
コ
コ
ア
で
お
茶
タ
イ

ム
♪

日　

時　
　

月　

日（
月
）　

１２

２６

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

対　

象　

小
学
生

参
加
無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

�
新
春
ト
ラ
ン
プ
大
会

　

新
年　

第
一
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
�

大
人
数
で
や
る
ト
ラ
ン
プ
は
ま
た
一

味
違
う
よ
〜
�
た
だ
い
ま
種
目
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
受
け
付
け
中
で
す
☆

日　

時　

１
月
６
日（
金
）　

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生

参
加
無
料

申　

込　

当
日
直
接
児
童
館
へ

こどもひろば

としょかんニュース・こどもひろば



あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

問
�（　
）１
４
４
０

５４

�
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
も
も
う
す
ぐ

…
。
一
足
お
先
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
�
ビ
ッ
グ
な
プ
チ
ケ
ー
キ
�
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

３
歳
以
上

　
　
　
　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

申　

込　
　

月
７
日
午
後
５
時
ま
で

１２

　
　
　
　

に
代
金
を
添
え
児
童
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
へ
（
電
話
不
可
）

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
？
保
護
者
の
方
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１７

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
無
料

申
込
受
付
中　

児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
（
電
話
可
）

　
　
　

�
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

　

今
月
の
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み
は
…
楽
し

く
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
や
り
ま
す
よ
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１２

１９

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

対　

象　

０
歳
〜
１
歳
６
カ
月
の
親
子

参
加
無
料
・
申
込
随
時

�
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う

　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
遊
び
ま

せ
ん
か
？
職
員
も
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１２

２６

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

対　

象　

３
歳
以
上
（
未
就
学
児
は

　
　
　
　

保
護
者
同
伴
）

参
加
無
料　

当
日
開
始
時
刻
ま
で
に

　
　
　
　
　

直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

�
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
＆             

体
育
館
で
遊
ぼ
う

　

寒
い
冬
も
吹
き
飛
ば
せ
…
。
あ
か

つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
２
年

も
元
気
に
行
き
ま
す
。

日　

時　

１
月
６
日（
金
）

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
無
料

申
込
受
付
中　

〜　

月　

日

１２

２７

　

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
）

　
　
　

�
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
お
正
月

　

新
春
イ
ベ
ン
ト
�
恒
例
の
【
Ｅ
Ｃ

Ｏ
】
が
テ
ー
マ
の
お
正
月
で
す
。

　

お
も
ち
つ
き
・
工
作
・
福
袋
・
お

下
が
り
会
と
楽
し
い
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

日　

時　

１
月
７
日（
土
）

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

　

合
同
イ
ベ
ン
ト

　　

�
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
へ
Ｇ
Ｏ

　

宇
都
宮
市
に
あ
る
�
わ
く
わ
く
グ

ラ
ン
デ
ィ
科
学
ラ
ン
ド
�
に
行
き
ま

す
。
展
示
場
で
遊
ん
で
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
も
見
て
き
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１２

２７

　

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

午
前
８
時　

分
集
合

５０

　
　
　

午
後
３
時　

分
解
散（
予
定
）

４５

　

新
橋
児
童
館

　
　
　

午
前
９
時　

分
集
合

００

　
　
　

午
後
３
時　

分
解
散（
予
定
）

３０

定　

員　
　

人
１５

参
加
料　
　

幼
児
（
１
〜
３
歳
） 　
　

５
０
０
円

小
人
（
４
歳
以
上
）　
　
  
８
０
０
円

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
１
０
０
円

申　

込　
　

月
５
日
〜　

日

１２

２２

（19）

こどもひろば

　

町の封筒に広告を載せませんか？

問  ○総務課�（５７）４１１９　○こども教育課�（５７）４１８２

　町と町教育委員会では、公用封筒に掲載す
る有料広告または広告入り封筒の寄附を募集
しています。

※審査の結果、掲載できないことがあります。
※詳しいことは、お問い合わせください（町ホ
　ームページでご覧になることもできます）。

長３封筒裏面　枠サイズ縦３㎝×横１０㎝程度、最大４枠、１色刷り



（20）

問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

あすなろ教育相談室
�（５７）４１８９（直通）

相談員
いじめ・不登校など
教育について

あすなろ教育相談室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（学校の休業日を除く）
午前９時～午後３時

あ す な ろ
教育相談室

健康福祉課
�（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日（１２/２８,1/4 休）
（受付）午前９時３０分～１１時 

健 康・育 児
相 談

丸林保育所
�（５６）１７０８保育士育児相談・学習活

動について丸林保育所月～金曜日
午前９時～午後２時

子育て支援
（げんきっこクラブ）

町ボランティア支援
センター（きらり館）
�（２３）１２３１

コーディネーターボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援センター
（きらり館）

火～日曜日
午前９時～午後６時

ボランティア
相 談

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

社協職員

生活福祉資金等貸
付・福祉サービス利
用援助・日常的金銭
管理サービスについて

町老人福祉センター
（ホープ館）

月～金曜日

午前８時３０分

～午後５時１５分

生 活 資 金・
地 域 福 祉
権利擁護相談

関 東 財 務 局
宇都宮財務事務所
多重債務者相談窓口 
�０２８-６３３-６２２１（代表）

相談員多重債務解決相談
関東財務局
宇都宮財務事務所
宇都宮市桜３丁目１番１０号

月～金曜日
（祝日を除く）
　午前８時３０分～正午
　午後１時～４時３０分

関東財務局
宇都宮財務事務所
多重債務者
相 談 窓 口

法テラス栃木
�０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
宇都宮市本町４－１５
宇都宮ＮＩビル２階
（サポートダイヤル）
�０５７０－０７８３７４

月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時から４時

法テラス栃木

司法書士会
�０２８（６１４）１１２２

司法書士

不動産関係の相談、
会社関連の相談、
裁判所手続関連の
相談、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

【宇都宮会場】
栃木県司法書士会館
宇都富市幸町１番４号
【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
小山市城東１丁目６番36号
【電話相談】
�０２８（６５１）５００８

【宇都宮会場】
　毎週土曜日（要予約）
　午前１０時～午後３時
【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　午前１０時～午後３時
【電話相談】
　毎週土曜日
　午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会
総合相談センター

行政書士会
�０２８（６３５）１４１１

行政書士
成年後見・相続・遺
言・契約書・許認可

電話相談
�０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

行政書士電話
相談センター

宇都宮地方法務局
�０２８(623)0926

相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐
待、障がい者に対
する差別や偏見な
どの相談

電話相談
�０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の
人権１１０番

宇都宮地方法務局
�０２８(627)3855

相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談
�０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

女性の人権
ホットライン

栃木いのちの
電話事務局

� 028（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談
�０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時
～１１日（日）午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防
　いのちの電話」

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。
　

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横 ８５㎜×縦４０㎜）  ８,０００円／月

　

　※ この記事のサイズが「半段枠」です。
　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。
　

問政策課�（５７）４１３３　

町ホームページに掲載するバナー広告を募集します。
　

　１枠当たり：７，０００円／月
　　天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、
　　　　　　　容量８KB以内、形式GIF・JPEG
　

　※ 審査の結果、掲載できない場合があります
　※ 詳しいことはお問い合わせください。

問政策課�（５７）４１３３　



 相談コーナー
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問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

新橋児童館
�（５７）９１５５

子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館
１２月５日（月）
　　 １９日（月）
 午前１０時～正午

子育てサロン

生活環境課
�（５７）４１３２

人権擁護委員
行政相談委員

人権侵害の悩み、
毎日の暮らしの中
で役所などが行っ
ている仕事に対す
る疑問や相談

町老人福祉センタ
ー（ホープ館）

１２月７日（水）
 午前９時～正午

人 権・行 政
合 同 相 談

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

日頃の悩みなど日
常生活について

町老人福祉センター
（ホープ館）

１２月７日（水）
　　 ２１日（水）
 午前１０時～正午

心配ごと相談

あかつか児童センター
�（５４）１４４０

児童センター職員子育てについてあかつか児童センター
１２月１２日（月）
 午前１０時～正午

子育てサロン

丸林保育所
�（５６）１７０８

保育士子育てについて丸林保育所
１２月１４日（水）
 午後１時３０分
　 ～２時３０分

子育て相談

健康福祉課
�（５７）４１７１

保健師
看護師
管理栄養士

健康相談、血圧測
定、栄養相談

野木３集会所
１２月１５日（木）
 午前９時３０分
　 ～１１時３０分

健 康 相 談

健康福祉課
�（５７）４１９６
�（５７）４１９３

カウンセラーこころの悩み町保健センター
１２月１７日（土）
 午後１時３０分～
（１週間前までに要予約）

野 木 町
こころの相談

町社会福祉協議会
�（５７）３１００

保健師
健康管理や健康指
導について

町老人福祉センター
（ホープ館）

１２月２０日（火）
 午前９時３０分
　～１１時３０分

健 康 相 談

住民課
�（５７）４１２７
行政書士会小山支部
�０２８５（３２)３０９０

行政書士

相続や遺言、農地
転用、開発行為な
ど、役所に提出す
る書類や手続に関
すること

町老人福祉センター
（ホープ館）

１２月２８日（水）
 午前１０時～正午

行 政 書 士
専 門 相 談

野木町地域包括
支援センター
�（５７）２４００

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

友沼５８４０－１
町老人福祉センター
（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分
　～午後５時１５分
（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括
支援センター

野木町在宅介護
支援センター
�（５７）４７６５

介護支援専門員
高齢者についての
総合的な相談

南赤塚１２１８－１

月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分
（２４時間電話連絡可）

野木町在宅介護
支援センター

ライフサポート
センターゆめ
�（３３）３６２４

相談支援専門員

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
ご家族など

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート
センターゆめ

みらい
�（５７）２６７３

相談支援専門員

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
ご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前９時
～午後５時３０分

み ら い
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�
�
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�
�
�

�
企
画
展
「
古
河
の
児
童
文
学     

 　

一
色
悦
子
と
金
田
卓
也
展
」

　

古
河
在
住
の
児
童
文
学
者
・
一
色
悦
子
氏

と
金
田
卓
也
氏
の
足
跡
を
た
ど
り
つ
つ
、
作

品
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、
今
展
の
図

録
と
合
わ
せ
、
両
氏
に
よ
る
新
作
絵
本
を
発

行
、
販
売
中
で
す
。

期　

間　
　

月　

日（
日
）ま
で

１２

２５

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

場　

所　

古
河
文
学
館

入
館
料　

一
般　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

円
５０

休
館
日　

月
曜
日

問
古
河
文
学
館　
　
　
　

�（　
）１
１
２
９

２１

�
�
�

�
加
須
市
内
２
つ
の
道
の
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

地
元
の
お
米
を
は
じ
め
地
域
特
産
新
鮮
野

菜
・
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
、
お
す
す
め
グ
ル

メ
な
ど
数
多
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
道
の
駅
き
た
か
わ
べ

　
「
物
産
販
売
施
設
」（
い
な
穂
）

�（　
）５
５
５
５

６２

　

道
の
駅
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね

　

「
農
業
創
生
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　

�
０
４
８
０（　

）２
１
１
１

７２

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



日
記
『
和
太
鼓
練
習
』

五
年　
 
諏
訪 　
す

わ

 
栄
進 

え
い
し
ん

　

五
・
六
時
間
目
に
太
鼓
の
練
習

を
し
ま
し
た
。
僕
が
た
た
く
太
鼓

は
、
丸
胴
と
い
う
五
年
生
で
は
一

番
大
き
い
太
鼓
で
し
た
。
二
時
間

ぶ
っ
通
し
で
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
は
間
ち
が
え
な
か
っ
た
で

す
。日

記
『
和
太
鼓
練
習
』

五
年　
 
中
山 　

な
か
や
ま

 
瑞
希 

み
ず
き

　

私
は
低
音
締
め
太
鼓
を
や
り
ま

し
た
。
リ
ズ
ム
が
難
し
く
て
、
指

揮
し
て
い
る
人
の
方
を
向
い
て
い

な
い
と
、
い
つ
始
ま
る
か
い
つ
終

わ
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
大

変
で
し
た
。

広
場
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ネ

ッ
ト
で
遊
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
球
の
生
い
立
ち
な
ど

を
見
ま
し
た
。
私
は
、
地
球
の
生

い
立
ち
と
自
然
の
し
く
み
が
ふ
し

ぎ
で
お
も
し
ろ
く
、
お
ど
ろ
い
た

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

『
宿
泊
学
習
の
思
い
出
』

四
年　
 
川
島 　

ひ
か
る

か
わ
し
ま

　

大
中
寺
に
行
っ
て
七
不
思
議
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
東
山
の
一
つ

拍
子
木
の
こ
と
と
今
ま
で
大
中
寺

が
五
回
も
火
事
に
な
っ
た
こ
と
を

聞
い
て
少
し
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

話
を
聞
い
た
後
、
七
不
思
議
を
見

て
、
け
わ
し
い
山
を
登
り
ま
し
た
。

足
が
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
山
の

上
か
ら
見
た
景
色
は
と
っ
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

見
え
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。
色
も
形
も
き
れ
い
だ

っ
た
の
で
記
念
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

『
東
武
動
物
公
園
』

一
年　
 
河
村 　

か
わ
む
ら

 
礼
輝 

ら
い
き

い
わ
に
ず
っ
と　

　
　

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー

　
　
　
　

ね
て
い
た
よ

一
年　
 
山
口 　

や
ま
ぐ
ち

 
出
海 

い
づ
み

マ
ン
ド
リ
ル

　
　

は
な
が
ド
リ
ル
に

　
　
　
　

に
て
い
た
よ

日
記
『
東
武
動
物
公
園
』

二
年　
 
小
川 　

み
な
み

お
が
わ

　

リ
ス
や
リ
ス
ザ
ル
や
ペ
ン
ギ
ン

が
か
わ
い
か
っ
た
よ
。
お
べ
ん
と

う
も
食
べ
た
よ
。
お
い
し
か
っ
た

よ
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
の
っ
て
、

グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
と
写
し
ん
を

と
っ
た
よ
。
次
に
ダ
ッ
ク
ス
に
の

っ
た
よ
。
す
ご
い
い
き
お
い
で
犬

が
グ
ル
グ
ル
回
っ
た
よ
。

日
記
『
遠
足
』

三
年　
 
佐
藤 　

さ
と
う

 
麗
衣 
れ

い

　

茨
城
県
立
自
然
博
物
館
に
行
き

ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
の
ど
じ
ま

ん
を
し
ま
し
た
。「
小
さ
な
世
界
」

を
歌
い
ま
し
た
。

　

化
石
ほ
り
も
し
ま
し
た
。
夢
の

思
い
出
が
空
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
な
気
が
し
た
。
高
徳
院
の
大
仏

は
本
当
に
大
き
い
。
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
気
分
に
な
っ
た
。　

　

気
が
付
け
ば
ホ
テ
ル
で
夜
景
を

な
が
め
て
い
た
。

『
修
学
旅
行
の
思
い
出
』

六
年　
 
渡
辺 　

わ
た
な
べ

 
美
咲 

み
さ
き

　

修
学
旅
行
で
の
一
番
の
思
い
出

は
、
班
行
動
で
色
々
な
寺
や
大
仏

を
見
た
り
、
み
ん
な
で
写
真
を
撮

っ
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
外
国
の

人
と
会
話
を
し
一
緒
に
写
真
を
撮

る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
最
初
は

不
安
で
し
た
が
、
と
て
も
優
し
い

人
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
く
会
話
が

で
き
ま
し
た
。

　

二
番
目
の
思
い
出
は
、
由
比
ヶ

浜
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
、

も
と
も
と
海
が
好
き
な
の
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
貝
を
拾

　

二
学
期
の
大
き
な
行
事
を
、
作

文
や
日
記
の
一
部
か
ら
紹
介
し
ま

す
。『

修
学
旅
行
の
思
い
出
』

六
年　
 
中
村 　

る
り

な
か
む
ら

　

こ
れ
が
み
ん
な
と
の
最
後
の
宿

泊
的
行
事
な
ん
だ
。
私
は
思
い
出

作
り
に
力
を
入
れ
た
。

　

ゆ
れ
る
バ
ス
の
中
、
だ
ん
だ
ん

景
色
が
都
会
化
し
て
い
く
。
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
様

々
な
ビ
ル
。

　

バ
ス
を
降
り
る
と
班
別
行
動
。

私
た
ち
の
班
は
、
浄
智
寺
、
鶴
岡

八
幡
宮
、
小
町
通
り
と
い
う
流
れ

だ
っ
た
。
心
配
し
て
い
た
外
国
の

方
と
の
会
話
も
無
事
済
ん
だ
。
銭

洗
弁
天
へ
向
か
っ
た
。
空
が
高
く
、

（23）



ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
農
業
・
農
村
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�
	


�

平
野
恵
里
香
さ
ん

　

第　

回
ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
農
業
・

20

農
村
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
南
赤

塚
小
学
校
の
平
野
恵
里
香
さ
ん
（
３

年
）
が
、
中
学
年
の
部
に
お
い
て
、

最
優
秀

賞
（
栃
木

県
知
事

賞
）
を
受

賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

今

年

は
県
内

1
6
6
校
か
ら
総
数
1
3
2
8
点
の

応
募
が
あ
っ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
、

平
野
さ
ん
は
、
昨
年
の
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞
受
賞
に
続
き
、
２
年
連
続

の
快
挙
と
な
り
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

z

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

　

今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
つ

ぎ
の
５
名
の
方
に
、
お
祝
い
状
と
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

８
０
２
０
運
動
は
、　

歳
に
な
っ

８０

て
も
健
康
な
自
分
の
歯
を　

本
以
上

２０

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
小
山
歯

科
医
師
会
と
町
で
は
、
運
動
の
普
及

啓
発
の
た
め
、
こ
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
６
日
、
役
場
で
表
彰
式
を
行

１０
い
ま
し
た
。
本
年
度
表
彰
さ
れ
た
の

は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

 

飯
塚　

信
重 
さ
ん

永
塚　

初
枝 
さ
ん

湯
浅　

ち
よ 
さ
ん

 　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、　

歳
に
な
っ
て
も

８０

自
分
の
歯
を
残
す
た
め
、
食
事
の
後

の
歯
み
が
き
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

第
７
回

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

９
月　

日（
日
）快
晴
の
中
、
第
７

２５

回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

県
総
合
運
動
公
園
他
で
行
わ
れ
、
県

内
約
２
千
名
の
出
場
者
に
よ
り
障
が

い
別
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

町
か
ら
は
３
名
の
方
（
一
般
申
込
）

が
出
場
さ
れ
、
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

����� �������	�

受
賞
作
品「
な
す
畑
で
び
っ
く
り
�
」

伊
藤 
貞
雄 
さ
ん

佐
藤 
シ
ノ 
さ
ん

鈴
木 
キ
ク 
さ
ん

中
村 　

福 
さ
ん

三
橋 
鶴
子 
さ
ん

（24）

順　位種　目氏　名

３位砲丸投中村 　聰

２位卓　球石橋 俊一

１位
自由形
 ２５ｍ

水泳今井 　毅

１位（※）
バタフライ
５０ｍ

※ 大会記録（１分１秒１４）



�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�


�
�
�

　

夏
場
に
窓
辺
や
壁
に
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
を
作
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
節
電
の
輪
を
広
げ
る
�
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
�
の
各
賞
が
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

カ
ー
テ
ン
の
生
育
状
況
・
省
エ
ネ

効
果
、
育
成
に
関
す
る
創
意
工
夫
、

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
な
ど

を
審
査
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

○
最
優
秀
賞　

個
人
部
門　

１
名

○
最
優
秀
賞　

事
業
所
等
部
門　

虹
の
舎

○
優
秀
賞 
事
業
所
等
部
門 
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　
「
広
報
の
ぎ
」７
月
号
で
募
集
し
た

「
節
電
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
」の
優
秀
作

品
が
決
定
し
、　

月　

日
表
彰
式
が

１０

２１

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
と
、

電
力
使
用
量
を
前
年
度
対
比
さ
せ
た

「
節
電
率
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

受
賞
者

今　

栄
子
様　

節
電
率　
　

・
４
％

２２

近
藤
和
雄
様　

節
電
率　
　

・
２
％

２６

西
浦　

徳
様　

節
電
率　
　

・
５
％

２６

　

皆
さ
ん
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
設

置
、
待
機
電
力
の
工
夫
な
ど
に
よ
り

す
ば
ら
し
い
節
電
率
の
達
成
と
な
り

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

南
赤
塚
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
６

月
に
植
え
た
稲
が
収
穫
時
期
を
迎
え
、

毎
年
恒
例
の
６
年
生
に
よ
る
稲
刈
り

が
今
年
も　

月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し

１０

た
。

第　

回
野
木
町
工
場
協
会
野
球
大
会

４６
優　

勝　

栗
田
工
業
㈱

準
優
勝　

㈱
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン

第　

回
野
木
町
工
場
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

３４
優　

勝　

東
邦
樹
脂
工
業
㈱

準
優
勝　

ゼ
ブ
ラ
㈱

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

問
産
業
課　
　
　

�（　
）４
１
５
３

５７

 　
「
第　

回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

２０

バ
ル
」
で
実
施
し
た
「
東
日
本
大
震

災
義
援
金
募
金
」
の
使
途
状
況
に
つ

い
て
、
広
報
の
ぎ　

月
号
で
お
知
ら

１０

せ
を
し
ま
し
た
が
、
残
金　

万
円
の

３０

う
ち
、　

万
円
を
９
月　

日
に
菜
の

１０

２１

花
の
種
子　

�
と
と
も
に
福
島
県
飯

５０

館
村
に
、
ま
た
、　

万
円
を　

月　

２０

１０

１２

日
に
福
島
・
宮
城
両
県
か
ら
町
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
９
世
帯
の
方
々
に

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

野
木
町
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

実
行
委
員
会
長　

小
林　

敏
郎

����� �������	�

（25）

飯舘村長・菅野典雄氏（左）と



ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
の
愛
称
）
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

☆
白
菜
の
春
雨
ス
ー
プ
☆

（
１
人
分
）エ
ネ
ル
ギ
ー
３
６
４
k
�

　
　
　
　

食
塩
相
当
量　

２
・
４
g

�
材
料
（
４
人
分
）

白
菜
…
１
／
４
切
れ
、
し
い
た
け
…

１
袋
、
豚
バ
ラ
肉
…
２
０
０
ｇ
、
春

雨
…
１
袋
（
１
０
０
ｇ
）、

Ａ
（
生
姜
…
１
か
け
（
し
ぼ
り
汁
）、

酒
…
大
さ
じ
１
、
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ

じ
１
）、

Ｂ
（
サ
ラ
ダ
油
…
大
さ
じ
２
、
だ
し

の
素
…
大
さ
じ
１
、
水
…
８
０
０
�
、

し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
１
と
１
／
２
、

み
り
ん
…
大
さ
じ
１
）、

塩
…
小
さ
じ
１
／
2
、
こ
し
ょ
う
…

少
々
、
片
栗
粉
（
水
溶
き
適
量
）

�
作
り
方

①
豚
バ
ラ
肉
を
１
口
大
に
切
り
、
Ａ

　

で
下
味
を
つ
け
る（　

分
く
ら
い
）。

１０

②
白
菜
、
し
い
た
け
は
千
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
豚
バ
ラ

　

肉
を
炒
め
る
。
次
に
白
菜
の
芯
を

　

入
れ
、
透
き
通
っ
て
き
た
ら
葉
を

　

入
れ
る
。
し
い
た
け
も
入
れ
て
炒

　

め
る
。

④
Ｂ
の
材
料
を
入
れ
て
、
最
初
は
強

　

火
で
煮
て
、
ア
ク
を
取
り
中
火
に

　

し
て　

分
く
ら
い
煮
る
。
野
菜
に

１０

　

火
が
通
っ
た
ら
、
乾
燥
し
た
ま
ま

　

の
春
雨
を
入
れ
て
約　

分
く
ら
い

１０

　

煮
る
。

⑤
最
後
に
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
を

　

調
え
る
。
水
溶
き
片
栗
粉
で
と
ろ

　

み
を
つ
け
て
、
で
き
あ
が
り
。

〈
ひ
と
こ
と
〉

　

野
菜
は
そ
の
他
、
小
松
菜
と
か
、

青
梗
菜
と
か
、
お
好
み

の
物
を
ど
う
ぞ
。

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

（26）

広
報
連
絡
委
員
レ
ポ
ー
ト
３
０
７

�
�
�
�
�
�
�
�

　

広
報
連
絡
委
員　

�
田　

ウ
メ

　

昔
は
清
水
谷
に
カ
ニ
が
沢
山
い
た

話
を
先
輩
方
に
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

台
風
の
影
響
か
、
い
ま
�
水
辺
の
楽

校
�
の
木
道
ま
わ
り
は
水
で
あ
ふ
れ
、

池
の
よ
う
な
場
所
が
復
活
し
て
い
ま

す
。
夏
は
花
火
を
楽
し
ん
だ
り
、
今

ま
た
ザ
リ
ガ
ニ
が
沢
山
と
れ
て
、
子

供
達
の
穴
場
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
は
、
ホ
タ
ル
の
生
育
に
心
を

く
だ
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
で
、
た
っ

た
一
匹
の
貴
重
な
ホ
タ
ル
を
み
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
の
夏
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

附
近
に
は
時
々
キ
ツ
ネ
、
イ
ノ
シ
シ
、

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
足
あ
と
な

ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
に
、
写

真
を
み
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

春
は
葛
の
木
、
野
バ
ラ
、
柚
の
木
、

こ
で
ま
り
、
秋
に
は
ガ
マ
の
穂
も
み

ら
れ
、
く
る
み
の
実
、
か
し
の
実
な

ど
、
い
こ
い
の
場
と
し
て
も
、
四
季

折
々
の
風
情
が
楽
し
め
ま
す
。
歩
道

も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
、
散
歩
し

て
い
る
と
遠
く
か
ら
来
る
方
々
に
出

会
い
、
声
を
か
け
た
り
、
か
け
ら
れ

た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
味
わ

え
ま
す
。

　

近
く
で
販
売
さ
れ
て
い
る
美
味
し

く
て
新
鮮
な
野
菜
は
、
主
婦
に
と
っ

て
は
う
れ
し
く
、
毎
日
の
食
事
を
に

ぎ
や
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。
農
産

物
の
汚
染
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
昨
今
、

食
の
安
心
を
求
め
、
遠
く
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
方
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
静
か
で
平
穏
な
毎
日
を

何
不
自
由
な
く
過
ご
し
て
い
る
私
達
。

見
聞
す
る
度
、
遠
く
に
住
む
知
人
の

消
息
の
こ
と
等
気
に
か
か
り
、
ま
た

震
災
で
被
災
さ
れ
た
大
勢
の
方
々
の

つ
ら
さ
や
苦
し
さ
を
思
い
、
心
が
痛

み
ま
す
。

　

あ
の
衝
撃
的
な
地
震
で
は
、
い
つ

何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

を
目
前
に
、
一
日
一
日
を
大
事
に
、

て
い
ね
い
に
感
謝
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
助
け
合
い
の

心
を
常
に
持
ち
、
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
惜
し
ま
ず
、
率
先
し
て
支
援
を

続
け
た
い
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
少

し
づ
つ
、
み
ん
な
が
勇
気
と
希
望
を

持
っ
て
乗
り
越
え
、
来
年
は
も
っ
と

よ
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。



野木町煉瓦窯を
未来に残すために！

煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。
�１０月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　寄附金　　　　　　
　　　（内ふるさと納税 ２,421,000 円）
　　　募　金
　　　　計　

　　

6,821,723 円

684,491 円
7,506,214 円

問生涯学習課�（５７）４１８８

（27）

　広報のぎ　平成２３年 1２月号
　

目　次
　

表　紙
　町の人口・今月の納期
財政指標で見る町財政の現状
火災に備えて 消防団の通常点検
守れ�僕らの故郷を 第３４回町消防団ポンプ繰法大会
地域の安全を守るために 消防団員募集中
秋のイベントミニ・アルバム
お知らせ
カルチャー
スポーツ
としょかんニュース
こどもひろば
相談コーナー
エニスホール・三国サミットイベント情報
がっこう
トピックス
広報連絡委員レポート・あなたの健康応援します
ひろコラム
花だより・郷土ナビゲーター
　煉瓦ものがたり

町内の救急出場

69出場
件数

　

月
累
計

１０

64搬送
人員

495
（△２8）

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２３

４４０
（△４９）

搬送
人員
（増減）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
訪
れ
た
宮

城
県
七
ヶ
浜
町
で
目
に
し
た
風
景
は

衝
撃
的
で
し
た
。
海
沿
い
の
住
宅
は

皆
、
基
礎
を
残
し
て
す
っ
か
り
消
え

て
い
ま
し
た
。
住
宅
内
の
瓦
礫
や
泥

を
掻
き
出
す
に
つ
け
、
そ
こ
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
方
々
の
営
み
を
思
い
、

胸
が
痛
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
は

今
も
多
く
の
義
援
金
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
は

日
赤
を
通
し
て
被
災
地
の
方
々
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
震
災
を
体
験
し
て
私
た
ち
は

本
当
の
幸
せ
の
意
味
を
か
み
し
め
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
物
や
金
よ
り

も
目
に
は
見
え
な
い
「
心
」
の
繋
が

り
や
絆
が
大
切
な
こ
と
。
地
域
の
安

全
安
心
も
隣
近
所
の
連
携
が
基
本
に

な
る
こ
と
を
…
そ
し
て
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
。
今
も
我
々
は

放
射
能
と
い
う
目
に
見
え
な
い
被

害
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

と
共
に
常
に
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

解
決
に
向
け
て
進
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て

つ
く
づ
く
感
じ
る
こ
と
は
、
慎
ま
し
や

か
で
か
え
っ
て
こ
ち
ら
が
元
気
を
い

た
だ
く
場
合
が
多
い
事
で
す
。
私
達

日
本
人
に
残
る
倫
理
観
を
信
じ
、
災
害

を
受
け
た
今
年
の
一
年
を
忘
れ
な
い

で
い
こ
う
、
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

大
災
害
を
体
験
し
た
年

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
に
近
づ

き
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
ト
ピ
ッ
ク

ス
は
や
は
り
、
３
月　

日
に
発
生
し

１１

た
東
日
本
大
震
災
だ
と
思
い
ま
す
。

未
曾
有
の
災
害
で
、
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
野
木
町
で
は

幸
い
人
的
被
害
が
な
く
、
県
内
で
も

他
に
比
べ
れ
ば
被
害
は
少
な
い
方
で

し
た
が
、
屋
根
瓦
な
ど
住
宅
の
一
部

損
壊
２
８
０
件
、
塀
な
ど
の
附
帯
被

災
が　

件
あ
り
ま
し
た
。
県
北
、
芳

７１

賀
郡
の
方
を
過
日
見
回
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
家
屋
全
壊
も
含
め
て
大

変
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
現
在
も

瓦
礫
の
処
理
や
土
砂
崩
れ
の
復
旧
中

で
す
。
町
内
に
は
依
然
と
し
て
屋
根

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
の
っ
て
い
る
お

宅
も
あ
り
、
今
更
な
が
ら
災
害
の
大

き
さ
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

住
宅
の
被
災
に
つ
き
ま
し
て
は
町
で

設
置
し
ま
し
た
支
援
策
二
つ
の
う
ち

ひ
と
つ
を
選
択
の
う
え
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

…１
…２
…４

…５
…６
…７
…１４
…１５
…１６
…１８
…２０
…２２
…２３
…２４
…２６
…２７
…２８

町内の交通事故

7件数　

月
累
計

１０
0死者

9傷者

54
(4)

件数
（増減）
　

年
累
計（
前
年
比
）

２３

　 0
(-1)

死者
（増減）

65
(-3)

傷者
（増減）

町内の犯罪発生件数

0空き巣
　

月
累
計

１０ 　1自動車盗

　1車上ねらい

　2自転車盗

　 5
(-12)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２３
　10
(0)

自動車盗
（増減）

　2
(-15)

車上ねらい
（増減）

　 27
(1)

自転車盗
（増減）
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　町政へのご提案やご意見をお寄せください。
今後の新しいまちづくりの参考とさせていただ
きます。

�����
　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）
　野木町長　真瀬宏子　行
���������０２８０（５７）４１９０
�����
　町ホームページトップページの「ご意見箱」
をクリックしてください。

平
成　

年　

月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
８
３
号
）
�
発
行　

野
木
町　

�
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係　

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　

�
０
２
８
０（　

）４
１
３
４

２３

12

５７

　

野
木
神
社
は
、
五
世
紀
に
創
建
さ

れ
、
延
暦
年
中
（
７
８
２
〜
８
０
６
）

に
、
現
神
社
の
西
約
８
０
０
ｍ
の
所

か
ら
社
殿
を
移
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
足
利
氏
の
執
政

の
末
に
乱
に
あ
い
、
社
殿
も
破
壊
さ

れ
ま
し
た
が
、
長
禄
三
年
神
官
海
老

沼
常
基
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
以
後
、
常
基
は
、
鎮

守
の
森
に
育
つ
よ
う
社
前
に
数
多

く
の
木
々
を
植
え
た
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
、
そ
れ
以
前

に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

周
囲
の
樹
々
に
抜
き
ん
で
て
高

く
そ
び
え
、
上
部
に
は
枝
の
折
損
し

た
跡
も
少
な
く
、
素
晴
ら
し
い
木
肌

を
し
て
い
ま
す
。

　

高
さ
太
さ
と
も
県
内
の
銘
木
と

言
わ
れ
る
も
の
に
匹
敵
し
、
樹
齢
も

６
５
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�




�
���

　

桐
生
市
内
の
有
鄰
館
に
到
着
し
ま
し
た
。し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
た
め
、内
部
の
見
学
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。資
料
に
よ
り
一
部
を
紹
介
し
ま
す

と
、１
７
４
９
年
当
地
に
矢
野
氏
が
店
舗
を
構
え
ま
し

た
。こ
の
蔵
群
は
、酒
、醤
油
、味
噌
な
ど
の
醸
造
業
を

営
ん
だ
建
物
で
す
。古
い
も
の
は
、１
８
４
３
年
か
ら

の
物
も
あ
り
敷
地
内
に　

棟
有
り
ま
す
。な
か
で
も
煉

１１

瓦
蔵
は
市
内
最
大
級
の
煉
瓦
造
り
建
物
で
、さ
ま
ざ
ま

な
催
し
に
使
え
る
よ
う
に
、内

部
は
改
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
く
の「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ

ェ
レ
ン
ガ
」で
休
憩
し
て
、車
窓

か
ら
有
鄰
館
を
見
学
し
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　

野
木
町
に
も
煉
瓦
造
り
の
建

物
が
あ
り
ま
す
。「
新
井
家
ふ
る

さ
と
記
念
館
」で
す
。こ
の
建
物

は
、旧
下
野
煉
化
製
造
所
で
造

ら
れ
た
煉
瓦
の
う
ち
、主
に
不

良
品
が
使
わ
れ
、ま
た
職
人
の

養
成
を
兼
ね
て
造
ら
れ
ま
し
た
。明
治　

年（
1
9
0

３５

2
年
）に
造
ら
れ
、現
在
は
養
蚕
、製
糸
関
連
の
貴
重
な

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、旧
下
野
煉
化
製

造
会
社
の
貴
重
な
資
料
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。2
0

１
1
年
7
月　

日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
、
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野
木
町
で
は
初
め
て
登
録
さ
れ
た
建
造
物
で
す
。

　

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

広 報 の ぎ

�
�
�
�
�
�
�
�

ベーカリーカフェレンガにて

有鄰館の一部（桐生市ホームページより）

新井家ふるさと記念館
　　　（登録文化財）

　

町
更
生
保
護
女
性
会
は
、
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
。

地
域
み
ん
な
で
支
え
る
こ
と
で
私
た
ち
の
町
が

さ
ら
に
明
る
く
住
み
や
す
く
な
る
よ
う
支
援
す

る　

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
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活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
町
の
玄
関
口
野
木
駅

構
内
を
四
季
折
々
の
花
と
緑
で
飾
っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
創
意
工
夫
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
駅
利
用
者
の
方
か
ら
「
お
花
に
迎
え
ら

れ
心
が
和
み
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
と
励
ま
し
の

あ
た
た
か
い
こ
と
ば
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
近
く
の
道
路
わ
き
の

か
わ
い
い
三
角
花
壇
。
こ
の
夏
は
ど
こ
ま
で
も

続
く
緑
の
田
ん
ぼ
に
色
あ
ざ
や
か
な
黄
色
の
ひ

ま
わ
り
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
咲
き
ほ
こ
り
、

今
は
、
か
わ
い
い
パ
ン
ジ
ー
が
お
散
歩
の
方
々

の
心
を
和
ま
せ
、
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
更
生
保
護
女
性
会


